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研究成果の概要（和文）：現代ヨーロッパ文学においてトラウマ経験がどのように創造性に関わっているかにつ
いて、サミュエル・ベケットの作品を軸に様々な視点（小説、演劇、思想）から考察を行った。また海外の研究
者を招聘し、ベケットとトラウマについての公開の研究会を開催し、それに加えて海外研究者と同テーマについ
て意見・情報交換を継続的に行った。これらの研究活動を通して日本を拠点とした世界的ネットワークを発展さ
せることができた。さらにこの成果である英語の論文集、Samuel Beckett and traumaの出版準備を行った。こ
の論文集は２０１８年７月にManchester University Pressから刊行される。

研究成果の概要（英文）：We analyzed how traumatic experiences are related to creativity in 
Contemporary European Literature from various angles (novels, theatre, thought), focusing on the 
works of Samuel Beckett. We invited a researcher from abroad and held a syposium on Beckett and 
trauma. We also continued to discuss the same theme with researchers in other countries. Through 
these research activities we could develop the international research network based in Japan. We 
made preparations for the publicaiton of a collection of essays entitled Samuel Beckett and trauma 
in order to publicize the result of this research. The collection will be published in July, 2018 
from Manchester Universtiy Press.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 

本研究は、挑戦的萌芽研究「２０世紀ヨー

ロッパ文学におけるトラウマ表象について

の総合的研究」（Ｈ２４～２６年度）の延長

線上にあり、これまでの研究を継続し発展さ

せるものである。前回の目的は２０世紀ヨー

ロッパ文学におけるトラウマ表象について

総合的視点から考察することであった。その

成果を雑誌や国際学会で発表し、日本を拠点

とした世界的な研究ネットワークを築いて

きた。３年という期間内で有意義な研究成果

が出せたが、これまでの研究成果を創造性と

の関連においてさらに発展させ、論文集を出

版し成果を海外に提示する必要があった。こ

れらのことを実現するためには、さらに１サ

イクルの研究期間が必要であった。 

挑戦的萌芽研究（Ｈ１８～２０、２１～２

３年度）の成果として平成２４年に Rodopi

社から Samuel Beckett and Painを刊行して

おり、今回の研究の成果として出版する論文

集 Samuel Beckett and traumaは日本を発信

地とする英語の論文集第２集となる。トラウ

マと文学に関する研究は英語圏において近

年、数多く出版されている。本研究では、こ

れらの研究を踏まえた上で、トラウマを表象

する文学として重要であるにもかかわらず、

トラウマ研究においてこれまであまり注目

されることのなかったサミュエル・ベケッ

トの作品を軸に、トラウマと創造性につい

て検討することにした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、現代ヨーロッパ文学において

トラウマ経験がどのように創造性に関わっ

ているかについて総合的視点から明らか

にすることを目的とする。 

 

（１）まず小説、演劇、思想のセクシ

ョンごとにベケット作品を軸に様々な

角度から分析を行う。 

 

小説セクション（田尻）：特にトラウ

マと日常生活の表象という点に焦点を合

わせ、ベケットと問題を共有するヨーロッ

パのモダニズム作家（たとえばヴァージニ

ア・ウルフ）や、日本の敗戦（原爆）をト

ラウマとして抱えた作家たちを研究する。 

演劇セクション（堀）：ベケットの戯曲を

中心に、冷戦下の核の想像力にベケットが

いかに関わり、核の脅威や人類絶滅に対す

る文化的トラウマを作品に描写している

かについて考察する。 

思想セクション（対馬）：トラウマ的経験

がいかに創造力や想像力の源泉となるか

についてベケット作品の分析を中心に、ト

ラウマと皮膚の結びつきに焦点をあて研

究をすすめる。 

 

（２)さらに３セクションの総合的考

察の上にたって、現代ヨーロッパ文学にお

けるトラウマの経験がどのように創造性に

関わっているか、そしてその考察にもと

づき、破壊的経験を多く抱える現代にお

いて、トラウマを創造性に結びつけ社会

に活かしていくことがいかに可能であ

るかを明らかにする。 

 

本研究の学術的な特色は、①従来、医

学、精神分析の研究対象であったトラウ

マの問題を、文学に加え、演劇、思想を

含む文化創造活動の総合的な視点から

考察する点、②原爆および震災による津

波・原発事故という未曽有の経験をした

日本を含めて、様々なカタストロフィ的

現実に遭遇し、それらを乗り越える可能

性を模索する現代社会との関わりにお

いて研究を進める点、③トラウマ的体験

を創造性につなげるダイナミズムのも

つ倫理的、政治的意味を考察する点にあ

る。本研究は文学の研究地平のみならず、



演劇、思想の研究地平を拡げるとともに、

現代社会において着目すべき現象であ

るトラウマの問題に文化創造の視点か

ら新たな光を投げかけるものである。 

 

３． 研究の方法 

 

研究体制は、田尻を中心とする小説セクショ

ン、堀を中心とする演劇セクション、対馬を

中心とする思想セクションという３つの研

究セクションで構成され、全体の統括者は対

馬である。研究方法・計画の要旨は以下の通

りである。 

 

（１）平成２７年度：以下の作業を中心に進

めていく。 

①研究資料や文献を収集し、その資料整

理を行う。 

②セクションごとにトラウマと創造

性の問題について、ベケットの作品

を軸に様々な角度から分析を行う。 

③②の考察の成果を発表し、海外共

同研究者との意見交換を行うため

の研究会を開催する。考察の成果を

発表するための研究会を外部に開

かれたかたちで開催し、外部の参加

者との研究の交流の場として考察

を深める契機とすると共に、本研究

の参加者がベースとしての考察を

共有する。 

④論文集出版の準備を進める。 

平成２９年度に３年間の研究の成

果 を 論 文 集 Samuel Beckett and 

trauma の形でまとめ、英語の研究

叢書として英語圏の出版社から出

版するための準備を行う。 

 

（２）平成２８年度：前年度の研究会を中心

とした研究活動の成果をもとに、それぞれの

セクションにおける現代ヨーロッパ文学に

おけるトラウマと創造の問題について

の問題域を確定する。さらに、文化創造

活動である文学と現代社会との関わり

を考えながら、現代社会においていかに

トラウマを創造性に結びつけ社会に活

かしていくことができるのか、またトラ

ウマと創造性についての考察が社会に

どのような新しいパースペクティヴを

与えうるかという問いについて考察す

る。同時に以下の作業を進める。 

①研究資料や文献を収集し、その資

料をさらに充実させ、資料整理を行

う。各セクションでの研究を深めるため

に、研究資料や文献をさらに充実さ

せ、入手した資料や文献のリストの

整理を行う。 

②前年度に引き続き、セクションごとに

現代ヨーロッパ文学におけるトラウマ

と創造の問題について、ベケットの

作品を軸に様々な角度から分析を

行い、考察を深める。 

③国内外の学会で研究成果を発表する。

各研究者は、海外共同研究者との意

見交換を推し進めながら、国内外の

学会で、それまでの研究の成果を発

表する。 

④論文集出版のための編集作業を行う。 

 

（３）平成２９年度：過去２年間の研究活

動を通して得られた成果を全体として

まとめあげる。本研究が現代社会に対し

て提示できるトラウマと創造性の問題

についての考察をまとめていく。その延

長線上で以下の作業を進める。 

①前年度に引き続き、セクションごとに

現代ヨーロッパ文学におけるトラウマ

と創造の問題について、ベケットの

作品を軸に様々な角度から分析を

行い、考察を深める。 

②論文集を出版する。３年間の研究



の成果を論文集の形でまとめ、研究

叢書として英語圏の出版社から出

版する。 

 

４．研究成果 

（１）小説、演劇、思想セクションごとに、

現代ヨーロッパ文学におけるトラウマと創

造の問題について、ベケットの作品を軸

に様々な角度から分析を行った。またそ

の分析結果を学会発表、論文、図書の形

で発表した。 

 

小説セクション（田尻）：全体として、

トラウマと日常性の関係について考察した。

トラウマはもちろん非日常的な出来事が心

に与える外傷のことであるが、そのトラウマ

を抱えて人はどう日常生活を生きるのかと

いう側面に焦点を合わせた。具体的には林京

子など原爆体験者の文学における「事後」の

日常性の問題、三島由紀夫における終戦のト

ラウマと戦後の日常性の共存の問題性、イア

ン・マキューアンの『土曜日』における 9.11

テロの記憶が日常性に及ぼした影響、ヴァー

ジニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』における

第一次大戦のトラウマと日常性、ベケット

『しあわせな日々』におけるホロコーストの

集合的記憶と対照されて浮かび上がる日常

の脆弱性の問題、などを考察し、口頭発表や

論文としてまとめた。 

 

演劇セクション（堀）：ベケットの演劇にお

いて、作者自身の戦争体験や戦後の体験とい

うトラウマ、そして冷戦時代の核の脅威とい

う第一世界の人びとが想像した文化的トラ

ウマがどのように表現されているかを考察

した。ことに冷戦時代に書かれた劇作品には

なんらかの大惨事を体験した「人類最後の人

間」を描いたものが多く、その深い人間洞察

をとおして今日を生きる我われの不安や恐

怖をも浮かびあがらせる点に着目した。さら

に戦争直後に書かれた代表作『ゴドーを待ち

ながら』においては、作者自身の戦中戦後の

体験が、いつの時代にも通じる大惨事へのト

ラウマへと普遍化されているさまを分析し、

また冷戦中の西ベルリンで敢えて自身の作

品を演出した作家の思いをその演出方法を

考察することをとおして探った。 

 

思想セクション（対馬）：これまでベケット

の小説『ワット』の分析を通してトラウマと

皮膚の表象との関係について探究してきた

が、これまでの研究をトラウマと創造力のつ

ながりという観点から再考した。まず、現代

のトラウマ理論の動向を探り、現代トラウマ

理論とベケット作品の関係について再考し

た。また、ベケットにおける創造力の問題を

想像力の問題に関わるものととらえ、ベケッ

トにおける想像力についての考察を行った。

具体的には、ベケットにとっての想像力が、

再現や模倣に関わるのではなく、いかに極限

状況において「人間と世界の絆」のイメージ

を生み出すことに関わっているのかについ

て、ブランショの文学論やドゥルーズの映画

論を参照にしながら考察した。さらにそれら

の考察を口頭発表や論文としてまとめた。 

 

（２）各セクションにおいて、トラウマと創

造性に関する研究資料や文献を収集し、その

資料の整理を行った。 

 

（３）海外の研究者を招聘し、ベケットとト

ラウマについての公開の研究会を開催した。

また海外の研究者に執筆を依頼し、同テーマ

の英語の論文集の出版準備を進めた。これら

の活動を通して、前回の研究で築いた日本を

拠点とした世界的な研究ネットワークを発

展させた。 

①平成２８年１月には、Nicholas Johnson 氏

(Trinity College, Dublin)を招き、青山学

院大学で開催された研究会において現代演



劇の視点から、ベケットとトラウマについて

の話をしてもらい、意見・情報交換を行った。 

②(4)で説明している英語の論文集の出版準

備を通して、執筆者であるイギリス、カナダ、

アイルランドの５名の海外研究者と意見・情

報交換を継続的に行い、研究ネットワークを

発展させた。論文集の執筆者として、本研究

に参加した研究者は以下の通りである。 

Robert Englestone 氏(University of 

London, U.K.) 

David Houston Jones 氏(University of 

Exeter, U.K.) 

Conor Carville 氏 (University of 

Reading, U.K.) 

Nicholas Johnson 氏(Trinity College, 

Dublin, Ireland) 

Anna Sigg 氏(John Abbott College, 

Canada) 

 

（４）研究の成果を英語の論文集 Samuel 

Beckett and traumaとして出版するための作

業を行った。この論文集は Manchester 

University Pressから２０１８年７月に刊行

される。出版のために定期的に会合を開き、

意見交換を行った。また３人で協力し、出版

社との交渉、イントロダクションの執筆、編

集作業、校正、索引作成などの作業を行った。 
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